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Summary

　　　Compatibility　of　five　alginate　impression　materials　with　two　dental　plasters　and　five

dental　stones　were　evaluated　for　dimensional　change，　detail　reproduction　and　surface

roughness．　The　specimens　were　stored　either　in　air（23℃±2℃，60％±10％humidity）or　in

100％relative　humidity　for　3e，60，0r　120　minutes　after　impression　was　removed．　The　effect

of　environmental　factors　during　setting　was　examined．　Four　elastomeric　impression

materials　were　also　examined　for　comparison．

　　　The　results　obtained　were　as　follows；

1．For　impressions　stored　in　air，　there　were　significant　differences　in　the　dimensional

　　　change　of　cast　in　each　product．　However，　there　were　few　differences　observed　in　100％

　　　humidity．

2．Regarding　dimensional　change，　the　limit　of　sustained　irnpression　time　was　30　minutes．

3．The　detail　reproduction　was　inferior　with　time　passage　after　the　impression　was

　　　removed．

4．Surface　roughness　decreased　with　time　passage．

5．The　surface　of　casts　of　some　impressions　produced　in　100％humidity　were　rougher
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　than　those　produced　in　air．

6．It　is　generally　said　that　to　keep　impressions　in　100％humidity　is　the　optimal　method．

　However，　some　materials　were　not　appropriate　for　this　method．

7．Elastomeric　impression　materials　were　stabile　in　dimensional　accuracy　and　detail

　reproduction　up　to　120　minutes．

8．Surface　roughness　of　casts　made　from　elastomeric　impression　material　decreased　with

　tlme　paSsage．

緒 言

　日本の臨床と同様に，中国に於いてもアルジ

ネート印象材は印象採得の中心的な材料となって

いる．

　この印象材は操作が簡便で安価であり口腔内で

の不快感が少ないという利点がある．一方，離漿

や膨潤をおこすため経時的な寸法変化が大きく，

また石膏の硬化を阻害し模型面を粗造にするとい

う欠点がある．

　したがって，印象撤去後はすみやかに石膏を注

入するのが良いとされているが，臨床の日常にお

いて採得した印象に，直ちに石膏を注入すること

はなかなか容易なことではなく，石膏を注入する

までの間，水中に投入したり，ぬれタオルで覆っ

たり，保湿箱を利用して保存することが多．V・．そ

の為，アルジネート印象材の保存条件や取り扱い

による寸法変化に関する研究1～8）は数多くなされ

ている．

　最近様々なアルジネート印象材が開発され，さ

らに模型材である石膏も多くの製品数が市販され

ており多様な組み合わせができる．今のところ，

どの印象材を選択するかは歯科医師の使用感にた

よるところが大きい．

　本報では，B本で市販されている5種類のアル

ジネート印象材と7種類の石膏の組み合わせにつ

いて，印象撤去後の保存条件を変えて得られた石

膏模型の寸法変化，細線再現性，表面粗さを測定

し，検討した．また，4種類のラバーべ一ス印象

材について同様に模型を作製し，環境要因と石膏

の選択性による模型の精度について比較検討し

た．　　　　　一

材料および方法

1．実験材料

実験に使用した印象材と石膏をTable　1と2

に示す．印象材と石膏の混水比と練和時間はメー

カーの指示に従った．

2．実験方法

①試験片の調製

　印象材はメーカー指示どおりで手練和した後，

内径35mm，高さ20　mm，深さ7mmのプラス
チック製印象用トレーにややあふれる程度に充填

し，けい線テストブロック（JIS　T　6505：東京技

研社製）に圧接し印象を採得した．（Fig　1）

　練和開始からアルジネート印象は5分後，ラ

・ミーべ一ス印象は15分後にテストブロックから撤

去した．

　印象の保存環境は空気中（室温23℃±2℃，湿

度60％±10％）と，相対湿度100％保湿箱中の二通

りとし，保存時間は，30，60，120分とした．

　所定の条件で保存した後，印象材の上に，内径

30　mm，高さ20　mmのゴム枠をのせ，メーカー指

示どおりに手練和した石膏を注入した．アルジ

ネート印象材は相対湿度100％中で，ラバーベース

印象材は室内で，60分置いた後印象材から模型を

分離した．

　各試験片は，それぞれ3個ずつ製作した．

②寸法変化の測定

　けい線テストブロックの凸部の台の直径をマイ

クロメーター（ミツトヨ社製Digimatic　Microme－

ter）で測定し，石膏模型の直径はテストブロック

と同じ部分を同様に測定した．

　寸法変化率は，｛（模型の直径）一（テストブロッ

クの直径）｝／（テストブロックの直径）×100で算

出した．

③細線再現性の測定9｝

　低角度の照明下で目視により石膏模型を観察

し，25mmの全長を再現した最も微細な線を記録

した．3個の模型のうち少なくとも2個の模型に

再現された最も微細なけい線の幅を細線再現性の

値とした．
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Table　l　Ilnpression　materials　used

No Materia1 Code Mfg． Lot　No W／Pratio Mixing　time

1 STAR　MIX NSM NIHONSIKEN 247113 20ml／8．69 30sec

2 ALGIACE　POWDER SAA SANKIN 204－439 16ml／9．09 40～60sec

3 AROMA　FIN GAF GC 20ml／8．49 30sec

4 ALGIX　V　POWDER APO HAKKO 20m1／9．09 30～50sec

5 ALGIX　PASTE APA HAKKO 13570917 ＊69／309 30～60sec

6 SURFLEX　F　REGULAR GSF GC 090921
一

60sec

7 SILASCON　REGULAR DSR DOWCORNING kkO31236
一

60sec

8 SILASCON　INJECTION DSI DOWCORNING kkO11330
一

60sec

9 TOSICON　REGULAR TTR TOSHIBA　SIL 2G60
一

60sec

1～4
　5

　6

7・8
　9

　＊

Powder　type　alginate　impression　material

Paste　type　alginate　impression　materiaI

Polysulfide　rubber　impression　material

Polyaddition　type　silicone　rubber　impression　material

Condensation　polymerization　type　silicone　rubber　impression　material

Nitto　Dental　Plaster　6　g／30　g　Paste

Table　2　Dental　plasters　and　stones　used

No Material Code Mfg． Lot　No ＊W／P Mix．　time Expansion％

1 NITTO　DENTAL　PLASTER NTDP NITTO 8819 0．45 60sec

2 SIMOMURA　DENTAL　PLASTER SMDP SIMOMURA 0．45 60sec

3 NEW　PLASTONE GNPS GC 130131 0．45 60sec 0．25

4 SUNSTONE SASS SANKIN 0．45 60sec 0．18

5 SURSTONE GCSS GC 0．45 60sec 0．08

6 MODEROCK　II SFR2 SHOFU 109263 0．45 60sec 0．09　．’

7 NEW　FUJIROCK GCNF GC　　　　　　： 300889 0，45・ 60sec 0．08

1・2
3・4
5～7
　＊

Dental　plaster

Dental　stone

Die　stone
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④表面粗さの測定　　　
　触針式の表面性状測定装置（東京精密社製

SURFCOM　50　A）で，測定圧O．4gダイアモンド

針を用い，模型表面の2．5mm間隔に引かれた3

本のけい線に直交する断面で測定し，三位点粗さ

を求めた．

結 果

1．寸法変化

　模型の経時的な寸法変化をFig．2，3，4に示

す．ラバーベース印象材では普通石膏で
0．2－－O．5％，硬質石膏で0．2～0．3％，超硬質石膏
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で0．03～0．2％の膨張が得られ，それぞれの石膏の

経時的な変化に大差はなく，印象材の製品格差は

みられなかった．アルジネート印象材では，100％

保湿箱中保存されたものは時間経過と共に模型が

大きくなる傾向がみられたが，各製品間の差異は

ほとんどなく30分間保存までなら0．5％以下の膨

張であった．これに対し，空気中保存されたもの

は膨縮変化が大きく，製品による格差が顕著に現

れた．NSMとGAFの模型は経時的に膨張傾向に

あったが，SAAは普通石膏が収縮傾向を示し，硬
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質石膏は60分までが一1．6％の大きな収縮でそれ

以後は膨張を示し，超硬質石膏では収縮するもの

と膨張するものに分れた．APOとAPAは60分を

膨張のピークとしているが，ペーストタイプの方

が変化率が大きく現れた．空気中保存では30分以

降の膨縮変化が非常に大きく，30分以上の室内放

置は禁忌であることがわかった．

2．細線再現性

　測定値をTable．3に示す．印象面に再現された

20μmの細線が時間経過と共に再現されなく

Table　3　Results　of　detail　reproduction

NSM SAA GAF APO APA GSF DSR DSI TTR
A　　H A　　H A　　H A　　H A　　H

NTDP　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20

1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20

30 75　　50 75　　50 75　　50 75　　50 50　　50 20 50 50 50

C　60 50　　50 75　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 50 20
120 50　　50 50　　50 75　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

SMDP　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20

1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20

120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20

30 75　　50 75　　50 50　　50 75　　50 50　　50 20 50 20 50

C　60 50　　50 75　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

GNPS　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20

1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20

30 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 50

C　60 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

SASS　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20

1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20

30 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 50

C　60 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

GCSS　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20

1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20

30 20　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

C　60 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

SFR2　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20

1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20

120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20

30 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

C　60 50　　50 75　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

GCNF　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20

1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20

30 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20

C　60 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
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Fig．5　Surface　roughness　of　casts　from　alginate　impression　material
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Fig．6　Surface　roughness　of　casts　from　elastmeric　impression　material

なった．アルジネート印象材は硬石膏と適合性が

良いと言われているが石膏との組み合わせによる

細線再現性の差異は見られなかった．

3．表面粗さ

　三位点粗さ（R3）をFig．5，6に示す．ラ・ミー

ベース印象材のDSRでは，平均のR3は普通石膏

4．67μm，硬質石膏4．43μm，超硬質石膏3．34μm

であり，各石膏の製品間の差はみられなかった．

また30分保存よりも120分保存の方が表面粗さは

減少したが，印象材の種類や重合様式の違いによ

る粗さの差は観察できなかった．アルジネート印

象材でも時間経過と共に粗さの減少がみられた

が，SAAとAPAで20μm以上の粗さがあり，こ

の2製品では石膏の種類や保存条件の違いによる

粗さの差は観察はできなかった．GAFとAPOで

は，特に硬質石膏との組み合わせで100％保湿箱中

保存された模型の方が粗さが大きくなった．また，

NSM，　GAF，　APOで超硬質石膏のSFR2と

GCNFの粗さが大きく，この組み合わせで面荒れ

の起こったことがわかった．

考 察

　アルジネート印象材と石膏には適合性の有無が

あり，原則的に超硬質石膏を注入してはならない

といわれるが，多数の製品の中には適合性の良い

ものもある．ハイドロコロイド系であるため寸法

安定性から言うとラ・ミーベースには及ぼないが，

適合性の良い組み合わせを選択し，環境条件を整
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えれぽ，かなり精密な印象を採得できるまでに物

性は向上している．

　アルジネート印象材の寸法変化は，ゲルの構造

間隙に存在するゾルの水分の増減による離漿現象

と膨潤により引き起こされるlo）．空気中では離漿

現象に加え乾燥蒸発による収縮が起こり大きな寸

法変化となる．各製品間には成分比率，添加剤，

ゲル構造等の差異があるため離漿の速度や量も異

なり，空気中ではその影響が顕著に現れたものと

考えられる．SAAでみられた60分の大きな収縮や

GAF，　APO，　APAの120分での収縮は，印象材の

中心方向に向かった収縮が起こり，印象トレーか

ら剥離したために生じた収縮であると考えられ

る．

　100％保湿箱中でも離漿現象を抑えることは不

可能で，離漿による脱出水分を石膏が吸水膨張す

ることと相まってラ・ミーベース印象材から得られ

た模型の2倍以上の寸法変化率を呈している．ま

た離漿による脱出水分が未反応ゾルや充填材に再

吸収されて表面的に膨潤が生じるという報告6）も

あり，NSM，　SAA，　APAでみられた模型の収縮

はこれに関連していることも考えられる．歯列模

型では部位により空気中保存より大きな寸法変化

が認められた報告8）もあり，いずれにせよ100％保

湿箱の過信は危険であるといえる．

　従来ハイドロコロイド系印象材は石膏の硬化を

阻害し模型面を粗造にするため固定操作が行われ

てきた。最近の製品では組み合わせにより固定操

作せずとも良好な模型面の得られるものも少なく

ない．この実験でもSAAとAPAを除き比較的

良好な模型面を得た．しかし，超硬質石膏のなか

には成分中の添加剤と反応し表面あれを起こすも

ののあることも知られている11）．今回の実験では，

細線再現性には大きな影響はみられなかったが，

表面粗さではSFR2，　GCNFに面荒れが確認され

た．超硬質石膏注入のための固定液の報告12）もあ

り面荒れの改善が期待される．

　GAFとAPOでは100％保湿箱保存で表面粗さ

の増加がみられたが，離漿による脱出水分が蒸発

しないために印象材に含まれる硬化促進剤の作用

が阻害されているか，あるいは石膏が印象面に付

着して剥離しやすくなっていると考えられる．表

面粗さからみて保湿箱保存が不適または禁忌の製

品があるという報告13・14）もあり，寸法変化の結果
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と考え合わせると100％保湿箱保存が最良の方法

であるという説は疑問視される．

　今回の実験では環境要因を空気中と100％保湿

箱中の2因子に設定したが，水中保存や温度，水

洗，消毒，固定等の因子によってもアルジネート

印象材は大きな影響をうけることが考えられ，こ

れらに対する製品格差と適合性を明かにすること

がこれからの課題である．

結 論

　5種類のアルジネート印象材と7種類の石膏を

組み合わせ，得られた模型について寸法変化・細

線再現性・表面粗さを測定した結果，以下の結論

が得られた．

　1．寸法変化は，空気中保存されたものに大き

な製品格差が現れたが，100％保湿箱中保存された

ものにはあまり製品格差は現れなかった．

　2．寸法変化からみてアルジネート印象材の保

存は30分が限度であった．

　3．細線再現性は，印象撤去後の時間経過と共

に低下した．

　4．表面粗さは，時間経過と共に減少する傾向

にあった．

　5．いくつかの製品において空気中保存された

ものより100％保湿箱中保存されたものの方が大

きな表面粗さを示した．

　6．石膏を直ちに注入できない場合は100％湿

度で印象を保存することが最良の方法であるとい

われているが，いくつかの製品は100％保湿箱保存

が適さない結果となった．

　7．ラバーべ一ス印象材は120分の保存で寸法

精度，細線再現性，共に安定していた．

　8．ラバーべ一ス印象材の表面粗さは，時間経

過と共に減少する傾向にあった．
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